
(57)【要約】

【課題】　組電池内の各電池を均一に冷却する冷却流路

を容易に設けることができるとともにコンパクトな組電

池を提供すること。

【解決手段】　組電池１００は，単電池１０1  ～１０1 2
と，各単電池を収納するモジュールケース４０とを有し

ている。各単電池は，所定の間隔で配列されている。ま

た，組電池１００には，単電池１０1  ～１０1 2の上面に

沿って形成され，冷却風を電池間に供給するための冷却

風供給通路３０が設けられている。また，モジュールケ

ース４０に付設されたケース側整流板２１1  ～２１6  と

，単電池に付設された単電池側整流板２２1  ～２２6  と

を有している。これらの整流板は，ケース側整流板２１

と単電池側整流板２２とで交互に配置されている。これ

らの整流板を設けることにより，冷却風供給通路３０内

を流れる冷却風を蛇行させることができる。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 電 池 を 配 列 し て な る 組 電 池 に お い て ，
　 配 列 さ れ た 各 電 池 の 一 側 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ ， 冷 却 媒 体 を 電 池 間 に 供 給 す る 冷 却 媒 体 供
給 通 路 と ，
　 電 池 の 一 側 面 に 設 け ら れ ， 前 記 冷 却 媒 体 供 給 通 路 中 の 冷 却 媒 体 の 流 れ の 向 き を 変 更 す る
第 １ 整 流 板 と ，
　 配 列 さ れ た 電 池 の 一 側 面 と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ ， 前 記 冷 却 媒 体 供 給 通 路 中 の 冷 却 媒 体
の 流 れ の 向 き を 変 更 す る 第 ２ 整 流 板 と を 有 し ，
　 前 記 第 １ 整 流 板 と 前 記 第 ２ 整 流 板 と は 前 記 冷 却 媒 体 供 給 通 路 内 で 交 互 に 配 置 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 組 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 す る 組 電 池 に お い て ，
　 前 記 第 １ 整 流 板 お よ び 前 記 第 ２ 整 流 板 は ， 冷 却 媒 体 の 流 路 の 下 流 側 に 向 け て 傾 斜 し て お
り ，
　 前 記 第 １ 整 流 板 と 電 池 の 一 側 面 の 法 線 と が な す 角 度 が 冷 却 媒 体 の 流 路 の 下 流 側 の も の ほ
ど 小 さ く ，
　 前 記 第 ２ 整 流 板 と 電 池 の 一 側 面 と 対 向 す る 面 の 法 線 と が な す 角 度 が 冷 却 媒 体 の 流 路 の 下
流 側 の も の ほ ど 大 き い こ と を 特 徴 と す る 組 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 す る 組 電 池 に お い て ，
　 前 記 第 １ 整 流 板 の 各 先 端 部 を 結 ぶ 線 と ， 前 記 第 ２ 整 流 板 の 各 先 端 部 を 結 ぶ 線 と の 間 の 領
域 の 幅 が 冷 却 媒 体 の 流 路 の 下 流 側 ほ ど 狭 い こ と を 特 徴 と す る 組 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 す る 組 電 池 に お い て ，
　 冷 却 媒 体 の 一 部 を 冷 却 媒 体 の 流 路 の 上 流 側 か ら 下 流 側 に バ イ パ ス す る バ イ パ ス 通 路 が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 組 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 す る 組 電 池 に お い て ，
　 前 記 第 １ 整 流 板 ま た は 前 記 第 ２ 整 流 板 の う ち 少 な く と も 一 方 に ， 冷 却 媒 体 の 一 部 を 通 過
さ せ る 切 り 口 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 組 電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 複 数 の 電 池 を 組 み 合 わ せ て な る 組 電 池 に 関 す る 。 さ ら に 詳 細 に は ， 冷 却 媒 体
が 流 れ る 流 路 （ 以 下 ， 「 冷 却 流 路 」 と す る ） を 備 え ， 各 電 池 の 温 度 の 上 昇 が 抑 制 さ れ た 組
電 池 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら ， 複 数 の 電 池 を 繋 ぎ 合 わ せ た 組 電 池 が 各 種 の 電 子 機 器 に 利 用 さ れ て い る 。 組 電
池 の 構 成 要 素 と な る 電 池 と し て は ， リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 や ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 等 の 蓄 電 池 が
あ る 。 近 年 ， 組 電 池 は ， 携 帯 型 Ｐ Ｃ を 始 め と す る 電 子 機 器 の み な ら ず ， ハ イ ブ リ ッ ド 車 や
電 気 自 動 車 の 電 源 と し て 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 組 電 池 は ， 高 エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る こ と が で き る 一 方 ， 各 電 池 の 充 放 電 時 に 発 生 す る 熱
で 高 温 に な り 易 い と い う 問 題 が あ る 。 ま た ， 組 電 池 は 通 常 モ ジ ュ ー ル ケ ー ス 等 に 収 納 さ れ
て い る た め ， ケ ー ス 内 に 熱 が 籠 も り 易 く ， 温 度 の 上 昇 が 顕 著 と な る 傾 向 が あ る 。 こ の よ う
に 高 温 に さ ら さ れ た 各 電 池 は ， 充 放 電 に 影 響 を 受 け る と と も に エ ネ ル ギ ー 効 率 が 低 下 す る
。 そ の た め ， 一 般 的 な 組 電 池 で は ， 図 ６ に 示 す よ う に 組 電 池 内 に 冷 却 媒 体 供 給 通 路 ３ ５ を
設 け ， 冷 却 媒 体 と し て 冷 却 風 等 を 供 給 す る こ と で 各 電 池 １ ５ を 冷 却 す る 工 夫 が な さ れ て い
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る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に ， 図 ６ に 示 し た 組 電 池 で は ， 冷 却 媒 体 供 給 系 路 の 入 口 近 傍 の 電 池 間 に 冷 却 風 が 流
れ 難 く ， 各 電 池 １ ５ が 均 一 に 冷 却 さ れ な い と い う 問 題 が あ る 。 そ の た め ， 図 ７ に 示 す よ う
に 冷 却 媒 体 供 給 通 路 ３ ５ 内 に 長 さ が 異 な る 複 数 の 整 流 板 ２ ５ を 設 け ， 冷 却 風 を 各 電 池 間 に
均 一 に 誘 導 す る も の が あ る （ 例 え ば ， 特 許 文 献 １ ） 。 こ れ ら の 整 流 板 ２ ５ に よ り ， 組 電 池
内 の 各 電 池 １ ５ を 均 一 に 冷 却 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ７ ９ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら ， 前 記 し た 従 来 の 組 電 池 に は 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。 す な わ ち ， 図 ７ に
示 し た 組 電 池 で は ， 整 流 板 ２ ５ の 高 さ お よ び 設 置 角 度 に 正 確 性 が 求 め ら れ る 。 そ の た め ，
各 電 池 １ ５ お よ び 整 流 板 ２ ５ を 高 精 度 に 作 製 す る こ と が 要 求 さ れ る 。 ま た ， 作 製 段 階 で は
高 精 度 に 作 製 さ れ た と し て も ， 使 用 段 階 で 電 池 １ ５ の 配 列 に ず れ が 生 じ る こ と で 均 一 に 冷
却 す る 効 果 が 著 し く 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た ， 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 整 流 板 ２ ５ は ， 電 池 １ ５ の 数 に 比 例 し て そ の 数 が 増 加 し
， そ の 長 さ は 冷 却 媒 体 供 給 通 路 ３ ５ の 下 流 ほ ど 長 く す る 必 要 が あ る 。 そ の た め ， 組 電 池 を
構 成 す る 電 池 １ ５ の 数 が 多 い ほ ど ， 冷 却 媒 体 供 給 通 路 ３ ５ 内 に 広 い ス ペ ー ス を 要 す る 。 従
っ て ， 組 電 池 全 体 の コ ン パ ク ト 化 の 妨 げ に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は ， 前 記 し た 従 来 の 組 電 池 が 有 す る 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ る
。 す な わ ち そ の 課 題 と す る と こ ろ は ， 組 電 池 内 の 各 電 池 を 均 一 に 冷 却 す る 冷 却 流 路 を 容 易
に 設 け る こ と が で き る と と も に コ ン パ ク ト な 組 電 池 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 課 題 の 解 決 を 目 的 と し て な さ れ た 組 電 池 は ， 複 数 の 電 池 を 配 列 し て な る 組 電 池 で あ
っ て ， 配 列 さ れ た 各 電 池 の 一 側 面 に 沿 っ て 形 成 さ れ ， 冷 却 媒 体 を 電 池 間 に 供 給 す る 冷 却 媒
体 供 給 通 路 と ， 電 池 の 一 側 面 に 設 け ら れ ， 冷 却 媒 体 供 給 通 路 中 の 冷 却 媒 体 の 流 れ の 向 き を
変 更 す る 第 １ 整 流 板 と ， 配 列 さ れ た 電 池 の 一 側 面 と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ ， 冷 却 媒 体 供 給
通 路 中 の 冷 却 媒 体 の 流 れ の 向 き を 変 更 す る 第 ２ 整 流 板 と を 有 し ， 第 １ 整 流 板 と 第 ２ 整 流 板
と は 冷 却 媒 体 供 給 通 路 内 で 交 互 に 配 置 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち ， 本 発 明 の 組 電 池 で は ， 冷 却 媒 体 供 給 通 路 内 に ， 電 池 側 に 付 設 さ れ た 第 １ 整 流
板 と 電 池 と 対 向 す る 面 側 に 付 設 さ れ た 第 ２ 整 流 板 と が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に ， こ れ ら の
整 流 板 は ， 冷 却 媒 体 供 給 通 路 内 で 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り ， 冷 却 媒 体 供 給 通 路
内 に 供 給 さ れ た 冷 却 媒 体 は ， 第 １ 整 流 板 に よ り そ の 流 れ の 向 き を 電 池 と 対 向 す る 面 側 に 変
更 さ れ ， 第 ２ 整 流 板 に よ り そ の 流 れ の 向 き を 電 池 側 に 変 更 さ れ る 。 す な わ ち ， 冷 却 媒 体 は
冷 却 媒 体 供 給 通 路 内 を 蛇 行 し て 流 れ る よ う に な る 。 こ れ に よ り ， 各 電 池 間 に 供 給 さ れ る 冷
却 媒 体 の 流 量 の ば ら つ き が 小 さ く な り ， 各 電 池 を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き る 。 ま た ， 本
発 明 の 組 電 池 で は ， 第 １ 整 流 板 と 第 ２ 整 流 板 と を 交 互 に 配 置 す る だ け で よ く ， 高 精 度 に 配
列 す る こ と ま で は 要 求 さ れ て い な い 。 ま た ， 本 発 明 の 組 電 池 で は ， 数 多 く の 電 池 が 配 列 さ
れ た と し て も 各 整 流 板 の 長 さ に 影 響 を 与 え な い 。 よ っ て ， 組 電 池 全 体 の コ ン パ ク ト 化 が 図
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た ， 本 発 明 の 組 電 池 の 第 １ 整 流 板 お よ び 第 ２ 整 流 板 は ， 冷 却 媒 体 の 流 路 の 下 流 側 に 向
け て 傾 斜 し て お り ， 第 １ 整 流 板 と 電 池 の 一 側 面 の 法 線 と が な す 角 度 が 冷 却 媒 体 の 流 路 の 下
流 側 の も の ほ ど 小 さ く ， 第 ２ 整 流 板 と 電 池 の 一 側 面 と 対 向 す る 面 の 法 線 と が な す 角 度 が 冷
却 媒 体 の 流 路 の 下 流 側 の も の ほ ど 大 き い こ と と す る と よ り よ い 。 す な わ ち ， 第 １ 整 流 板 は
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， 下 流 側 ほ ど 整 流 板 に よ る 抵 抗 を 大 き く し て い る 。 一 方 ， 第 ２ 整 流 板 は ， 下 流 側 ほ ど 整 流
板 に よ る 抵 抗 を 小 さ く し て い る 。 こ の 各 整 流 板 の 角 度 調 整 に よ り ， 冷 却 媒 体 を よ り 均 一 に
各 電 池 間 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た ， 本 発 明 の 組 電 池 は ， 第 １ 整 流 板 の 各 先 端 部 を 結 ぶ 線 と ， 第 ２ 整 流 板 の 各 先 端 部 を
結 ぶ 線 と の 間 の 領 域 の 幅 が 冷 却 媒 体 の 流 路 の 下 流 側 ほ ど 狭 い こ と と す る と よ り よ い 。 こ の
幅 の 調 整 に よ っ て も ， 冷 却 媒 体 を 均 一 に 各 電 池 間 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た ， 本 発 明 の 組 電 池 は ， 冷 却 媒 体 の 一 部 を 冷 却 媒 体 の 流 路 の 上 流 側 か ら 下 流 側 に バ イ
パ ス す る バ イ パ ス 通 路 が 設 け ら れ て い る こ と と す る と よ り よ い 。 こ れ に よ り ， 下 流 側 ま で
の 冷 却 媒 体 の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き ， 各 電 池 の 温 度 の 均 一 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま
た ， 下 流 側 の 電 池 を よ り 早 期 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た ， 本 発 明 の 組 電 池 は ， 第 １ 整 流 板 ま た は 第 ２ 整 流 板 の う ち 少 な く と も 一 方 に ， 冷 却
媒 体 の 一 部 を 通 過 さ せ る 切 り 口 が 設 け ら れ て い る こ と と す る と よ り よ い 。 こ の 切 り 口 に よ
っ て も ， 下 流 側 ま で の 冷 却 媒 体 の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き ， 各 電 池 の 温 度 の 均 一 化 を 図
る こ と が で き る 。 ま た ， 下 流 側 の 電 池 を よ り 早 期 に 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ， 第 １ 整 流 板 と 第 ２ 整 流 板 と が 冷 却 媒 体 供 給 通 路 内 で 交 互 に 配 置 さ れ て
い る こ と で ， 冷 却 媒 体 が 冷 却 媒 体 供 給 通 路 内 を 蛇 行 し て 移 動 す る こ と と な る 。 こ れ に よ り
， 各 電 池 間 に 均 一 に 冷 却 媒 体 を 誘 導 す る こ と が で き る 。 よ っ て ， 組 電 池 内 の 各 電 池 を 均 一
に 冷 却 す る 冷 却 流 路 を 容 易 に 設 け る こ と が で き る と と も に コ ン パ ク ト な 組 電 池 が 提 供 さ れ
て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 ， 本 発 明 を 具 体 化 し た 実 施 の 形 態 に つ い て ， 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 詳 細 に 説 明 す る
。 な お ， 本 実 施 の 形 態 は ， 電 気 自 動 車 等 に 車 載 さ れ る リ チ ウ ム イ オ ン 組 電 池 に 本 発 明 を 適
用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ［ 第 １ の 形 態 ］
　 第 １ の 形 態 に 係 る 組 電 池 １ ０ ０ は ， 図 １ に 示 す よ う に １ ２ 個 の 単 電 池 １ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 と
， そ れ ら の 単 電 池 を 収 納 す る モ ジ ュ ー ル ケ ー ス ４ ０ と を 有 し て い る 。 各 単 電 池 は ， 所 定 の
間 隔 で 配 列 さ れ て い る 。 ま た ， 組 電 池 １ ０ ０ に は ， 単 電 池 １ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 の 上 面 に 沿 っ て
形 成 さ れ ， 冷 却 風 を 電 池 間 に 供 給 す る た め の 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 な お
， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ に 送 り 込 ま れ る 冷 却 媒 体 は ， 各 単 電 池 を 冷 却 し 得 る 流 動 体 で あ れ ば
よ い 。 す な わ ち ， 冷 却 風 （ 気 体 ） に 限 ら ず ， 冷 却 水 （ 液 体 ） 等 で あ っ て も よ い 。 ま た ， 本
形 態 の 単 電 池 に は ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 の 冷 却 流 路 の 上 流 側 （ 以 下 ， 本 明 細 書 で の 「 上
流 側 」 ， 「 下 流 側 」 は 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ の 冷 却 流 路 に 対 す る も の と す る ） か ら 順 に １ ～
１ ２ の 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た ， 組 電 池 １ ０ ０ は ， モ ジ ュ ー ル ケ ー ス ４ ０ に 付 設 さ れ た ６ 枚 の ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １

1  ～ ２ １ 6  と ， 単 電 池 に 付 設 さ れ た ６ 枚 の 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～ ２ ２ 6  と を 有 し て い る
。 な お ， 本 形 態 の ケ ー ス 側 整 流 板 お よ び 単 電 池 側 整 流 板 に は ， 上 流 側 か ら 順 に １ ～ ６ の 符
号 を 付 し て い る 。 ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ と 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ と は ， 冷 却 流 路 上 に 交 互 に 配
置 さ れ て い る 。 具 体 的 に は ， 図 １ に 示 し た よ う に 単 電 池 １ ０ 2  ， 単 電 池 １ ０ 4  ， 単 電 池 １
０ 6  ， 単 電 池 １ ０ 8  ， 単 電 池 １ ０ 1 2 の 上 面 上 に そ れ ぞ れ 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～ ２ ２ 6  が
設 け ら れ て い る 。 さ ら に ， 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  の 上 流 側 に ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ 1  が 設 け
ら れ て い る 。 ま た ， 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  と 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 2  と の 間 の 位 置 に ケ ー ス
側 整 流 板 ２ １ 2  が 設 け ら れ て い る 。 以 降 ， 単 電 池 側 整 流 板 間 に １ 枚 ず つ ケ ー ス 側 整 流 板 が
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設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お ， 本 形 態 の 各 整 流 板 は ， 効 率 よ く 冷 却 風 を 伝 達 す る た め ， 図 １ に 示 し た よ う に 所 定
の 角 度 だ け 傾 け て 配 置 さ れ て い る 。 具 体 的 に ， ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ 1  ～ ２ １ 6  は ， 下 流 側
ほ ど 角 度 θ ａ が 小 さ く な る よ う に 配 置 さ れ て い る （ 条 件 １ ） 。 す な わ ち ， 下 流 側 ほ ど 整 流
板 に よ る 抵 抗 を 大 き く し て い る 。 一 方 ， 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～ ２ ２ 6  は ， 下 流 側 ほ ど 角
度 θ ｂ が 大 き く な る よ う に 配 置 さ れ て い る （ 条 件 ２ ） 。 す な わ ち ， 下 流 側 ほ ど 整 流 板 に よ
る 抵 抗 を 小 さ く し て い る 。 こ の 各 整 流 板 の 角 度 調 整 に よ り ， 冷 却 風 の 流 量 が 少 な い 下 流 側
ほ ど 単 電 池 間 に 優 先 的 に 冷 却 風 を 誘 導 す る こ と が で き る 。 よ っ て ， 各 単 電 池 間 を 流 れ る 冷
却 風 の 流 量 が 均 一 に 保 た れ る 。 各 整 流 板 の 微 調 整 は ， 例 え ば 実 験 も し く は Ｃ Ａ Ｅ 解 析 に よ
り 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に ， 各 ケ ー ス 側 整 流 板 の 先 端 部 を 結 ぶ 線 と ， 各 単 電 池 側 整 流 板 の 先 端 部 を 結 ぶ 線 と
の 間 の 領 域 の 幅 Ｌ が 下 流 側 ほ ど 狭 く な る よ う に な っ て い る （ 条 件 ３ ） 。 こ の 幅 Ｌ の 調 整 に
よ っ て も ， 冷 却 風 の 流 量 が 少 な い 下 流 側 ほ ど 単 電 池 間 に 優 先 的 に 冷 却 風 を 誘 導 す る こ と が
で き る 。 よ っ て ， 各 単 電 池 間 を 流 れ る 冷 却 風 の 流 量 が 均 一 に 保 た れ る 。 な お ， こ れ ら （ 角
度 θ ａ ， 角 度 θ ｂ ， 幅 Ｌ ） の 調 整 は ， 前 述 し た 条 件 １ な い し 条 件 ３ を 満 た す 程 度 の 精 度 で
よ く ， 高 水 準 の 調 整 を 要 し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に ， 組 電 池 １ ０ ０ 内 の 冷 却 風 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。 ま ず ， 図 ２ に 示 す よ う に 冷 却
風 供 給 通 路 ３ ０ に 冷 却 風 が 送 り 込 ま れ る 。 冷 却 風 は ， 最 上 流 側 に 配 置 さ れ た ケ ー ス 側 整 流
板 ２ １ 1  に て そ の 風 向 き が 単 電 池 側 に 向 け ら れ る 。 そ し て ， 冷 却 風 の 一 部 が ケ ー ス ４ ０ と
単 電 池 １ ０ 1  と の 隙 間 や ， 単 電 池 １ ０ 1  と 単 電 池 １ ０ 2  と の 隙 間 に 流 れ 込 む 。 一 方 ， 単 電
池 間 に 流 れ 込 ま な い 大 部 分 の 冷 却 風 は ， 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  に て そ の 風 向 き が ケ ー ス 側
に 向 け ら れ る 。 す な わ ち ， 単 電 池 に 対 し て 反 対 側 に 向 け ら れ る 。 以 降 ， ケ ー ス 側 整 流 板 で
の 風 向 き の 変 更 と 単 電 池 側 整 流 板 で の 風 向 き の 変 更 と を 繰 り 返 す こ と で ， 冷 却 風 は 冷 却 風
供 給 通 路 ３ ０ 内 を 蛇 行 す る よ う に 流 れ る 。 そ し て ， 冷 却 風 の 風 向 き が 単 電 池 側 に 向 け ら れ
て い る 際 に ， 単 電 池 間 の 隙 間 に 冷 却 風 が 送 り 込 ま れ る 。 こ れ に よ り ， 各 単 電 池 の 高 温 化 の
抑 制 が 図 ら れ る 。 ま た ， 冷 却 風 が 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 を 蛇 行 し て 移 動 す る こ と で ， 各 電
池 間 に 均 一 な 流 量 の 冷 却 風 が 誘 導 さ れ ， 各 単 電 池 の 温 度 の 均 一 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は ， 本 形 態 の 組 電 池 （ 整 流 板 あ り ） と 従 来 の 組 電 池 （ 整 流 板 な し ， 図 ６ 参 照 ） と を
温 度 に つ い て 比 較 し た も の で あ る 。 両 組 電 池 は ， 組 電 池 全 体 の 平 均 温 度 に は 違 い が 生 じ な
か っ た が ， 各 単 電 池 の 温 度 に は 違 い が 生 じ た 。 す な わ ち ， 本 形 態 の 組 電 池 （ 図 ３ 中 の Ａ ）
の 場 合 は ， 単 電 池 １ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 の 温 度 差 △ ａ が 小 さ い 。 一 方 ， 従 来 の 組 電 池 （ 図 ３ 中 の
Ｂ ） の 場 合 は ， 単 電 池 １ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 の 温 度 差 △ ｂ が 大 き い 。 す な わ ち ， 冷 却 風 供 給 通 路
３ ０ の 上 流 側 の 単 電 池 ほ ど 高 温 で あ り ， 冷 却 効 果 が 低 い こ と が わ か る 。 具 体 的 に 本 実 施 例
で は ， 温 度 差 △ ａ が 温 度 差 △ ｂ の お よ そ １ ／ ３ で あ っ た 。 な お ， 本 形 態 の 組 電 池 で は ， 上
流 側 の 単 電 池 の 温 度 が 低 く な っ て い る が ， 各 整 流 板 の 角 度 等 を 微 調 整 す る こ と に よ り 更 に
温 度 差 を 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お ， 本 形 態 の 組 電 池 １ ０ ０ は ， １ ２ 個 の 単 電 池 と １ ２ 枚 の 整 流 板 と を 設 け て い る が ，
こ れ に 限 る も の で は な い 。 す な わ ち ， 単 電 池 の 数 を 増 や す と と も に 整 流 板 の 数 も 増 や せ ば
よ い 。 そ の 際 ， 整 流 板 は ， ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ と 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ と を 冷 却 流 路 上 に 交
互 に 配 置 す れ ば よ く ， 整 流 板 を 設 置 す る た め の 広 い ス ペ ー ス を 必 要 と し な い 。 す な わ ち ，
整 流 板 の 配 列 パ タ ー ン が 単 純 で あ り ， 単 電 池 の 数 が 多 い ほ ど 有 効 で あ る 。 ま た ， 必 ず し も
１ ２ 個 の 単 電 池 と １ ２ 枚 の 整 流 板 と を 同 数 に す る 必 要 は な い 。 す な わ ち ， ケ ー ス 側 整 流 板
２ １ と 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ と が 冷 却 流 路 上 に 交 互 に 配 置 さ れ て い れ ば よ く ， 例 え ば 単 電 池
３ つ ご と に 単 電 池 側 整 流 板 を 配 置 す る と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ［ 第 ２ の 形 態 ］
　 第 ２ の 形 態 に 係 る 組 電 池 ２ ０ ０ は ， 図 ４ に 示 す よ う に １ ２ 個 の 単 電 池 １ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 と
， 各 単 電 池 を 収 納 す る モ ジ ュ ー ル ケ ー ス ４ ０ と を 有 し て い る 。 ま た ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０
内 で あ っ て ， 各 単 電 池 の 上 面 と 対 向 す る 位 置 に 分 配 板 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に ， 分
配 板 ２ ３ に は ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ の 上 流 側 に 開 口 部 ２ ３ １ ， ２ ３ ２ が ， 下 流 側 に 開 口 部
２ ３ ３ ， ２ ３ ４ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り ， 冷 却 風 の バ イ パ ス 通 路 ３ １ が 形
成 さ れ て い る 。 ま た ， 組 電 池 ２ ０ ０ は ， 分 配 板 ２ ３ に 付 設 さ れ た ６ 枚 の ケ ー ス 側 整 流 板 ２
１ 1  ～ ２ １ 6  と ， 単 電 池 に 付 設 さ れ た ６ 枚 の 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～ ２ ２ 6  と を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 組 電 池 ２ ０ ０ で は ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 に 送 ら れ て き た 冷 却 風 の 一 部 が 開 口 部 ２ ３ １
， ２ ３ ２ を 介 し て バ イ パ ス 通 路 ３ １ に 送 ら れ る 。 そ し て ， バ イ パ ス 通 路 ３ １ 内 を 移 動 し ，
開 口 部 ２ ３ ３ ， ２ ３ ４ を 介 し て 再 度 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 に 送 ら れ る 。 こ れ に よ り ， 下 流
側 ま で の 冷 却 風 の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た ， バ イ パ ス 内 で は 蛇 行 し な い た め ，
冷 却 風 を 下 流 側 ま で 早 期 に 伝 達 さ せ る こ と が で き ， 上 流 側 と の 温 度 差 を 早 期 に 縮 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ［ 第 ３ の 形 態 ］
　 第 ３ の 形 態 に 係 る 組 電 池 ３ ０ ０ は ， 図 ５ に 示 す よ う に ６ 個 の 単 電 池 １ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 と ，
各 単 電 池 を 収 納 す る モ ジ ュ ー ル ケ ー ス ４ ０ と を 有 し て い る 。 ま た ， 組 電 池 ３ ０ ０ は ， モ ジ
ュ ー ル ケ ー ス ４ ０ に 付 設 さ れ た ６ 枚 の ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ 1  ～ ２ １ 6  と ， 単 電 池 に 付 設 さ
れ た ６ 枚 の 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～ ２ ２ 6  と を 有 し て い る 。 さ ら に ， 各 ケ ー ス 側 整 流 板 に
は ， ス リ ッ ト ２ １ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 に 送 ら れ て き
た 冷 却 風 の 一 部 が 圧 力 を 損 失 す る こ と な く ス リ ッ ト ２ １ １ を 通 過 す る 。 そ の た め ， 下 流 側
ま で の 冷 却 風 の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お ， 図 ５ に 示 し た 組 電 池 ３ ０ ０ で は ， ス リ ッ ト ２ １ １ が ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ 1  ～ ２ １

6  に 設 け ら れ て い る が ， こ れ に 限 る も の で は な い 。 す な わ ち ， 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～ ２
２ 6  に 設 け る こ と と し て も よ い 。 ま た ， 両 方 の 整 流 板 に 設 け る こ と と し て も よ い 。 い ず れ
の 配 置 に よ っ て も ， 下 流 側 ま で の 冷 却 風 の 流 量 を 十 分 に 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 第 １ の 形 態 の 組 電 池 １ ０ ０ で は ， 単 電 池 １ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 の 上
面 に 沿 っ て 形 成 さ れ ， 冷 却 風 を 電 池 間 に 供 給 す る た め の 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ を 設 け る こ と
と し て い る 。 そ し て ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 に ， モ ジ ュ ー ル ケ ー ス ４ ０ に 付 設 さ れ た ６ 枚
の ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ 1  ～ ２ １ 6  と ， 単 電 池 に 付 設 さ れ た ６ 枚 の 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～
２ ２ 6  と を 設 け る こ と と し て い る 。 そ し て ， こ れ ら の 整 流 板 は ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 に
交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り ， 冷 却 風 供 給 通 路 ３ ０ 内 を 冷 却 風 が 蛇 行 し て 流 れ る よ
う に な り ， 各 単 電 池 間 に 均 一 な 流 量 の 冷 却 風 を 供 給 す る こ と が で き る 。 よ っ て ， 各 単 電 池
を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き る 。 ま た ， ケ ー ス 側 整 流 板 と 単 電 池 側 整 流 板 と を 交 互 に 配 置
す る だ け で よ く ， 高 精 度 に 配 列 す る こ と は 要 求 さ れ て い な い 。 ま た ， 単 電 池 の 数 を 増 や し
た と し て も 高 精 度 な 調 整 を 必 要 と し な い 。 ま た ， 単 電 池 の 数 が 多 い 場 合 で あ っ て も ， 長 さ
の 長 い 整 流 板 を 設 け る 必 要 が な い 。 よ っ て ， 組 電 池 全 体 と し て コ ン パ ク ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た ， ケ ー ス 側 整 流 板 ２ １ 1  ～ ２ １ 6  と モ ジ ュ ー ル ケ ー ス ４ ０ の 上 面 の 法 線 と が な す 角
度 θ ａ が 下 流 側 の も の ほ ど 小 さ く す る こ と と し て い る 。 一 方 ， 単 電 池 側 整 流 板 ２ ２ 1  ～ ２
２ 6  と 電 池 の 上 面 の 法 線 と が な す 角 度 θ ｂ が 下 流 側 の も の ほ ど 大 き く す る こ と と し て い る
。 こ れ に よ り ， よ り 効 率 よ く 冷 却 風 を 伝 達 さ せ る こ と が で き て い る 。 さ ら に ， 各 ケ ー ス 側
整 流 板 の 先 端 部 を 結 ぶ 線 と 各 単 電 池 側 整 流 板 の 先 端 部 を 結 ぶ 線 と の 間 の 領 域 の 幅 Ｌ を 下 流
側 ほ ど 狭 く す る こ と と し て い る 。 こ れ に よ っ て も ， よ り 効 率 よ く 冷 却 風 を 伝 達 さ せ る こ と
が で き て い る 。 従 っ て ， 簡 易 に 組 電 池 内 の 各 電 池 を 均 一 に 冷 却 す る こ と が で き ， コ ン パ ク
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ト な 組 電 池 が 実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た ， 第 ２ の 形 態 の 組 電 池 ２ ０ ０ で は ， バ イ パ ス 通 路 ３ １ を 設 け る こ と と し て い る 。 こ
れ に よ り ， 下 流 側 ま で の 冷 却 風 の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き て い る 。 ま た ， 下 流 側 の 電 池
を 早 期 に 冷 却 す る こ と が で き て い る 。 ま た ， 第 ３ の 形 態 の 組 電 池 ３ ０ ０ で は ， 各 ケ ー ス 側
整 流 板 に ス リ ッ ト ２ １ １ を 設 け る こ と と し て い る 。 こ れ に よ っ て も ， 下 流 側 ま で の 冷 却 風
の 流 量 を 確 保 す る こ と が で き て い る 。 ま た ， 下 流 側 の 電 池 を 早 期 に 冷 却 す る こ と が で き て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お ， 本 実 施 の 形 態 は 単 な る 例 示 に す ぎ ず ， 本 発 明 を 何 ら 限 定 す る も の で は な い 。 し た
が っ て 本 発 明 は 当 然 に ， そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 の 改 良 ， 変 形 が 可 能 で あ る 。
例 え ば ， 組 電 池 の 構 成 部 品 で あ る 電 池 は リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 に 限 る も の で は な い 。 す な わ
ち ， ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 や ニ ッ カ ド 電 池 で も 本 発 明 を 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 第 １ の 形 態 に 係 る 組 電 池 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 組 電 池 内 の 冷 却 風 の 流 れ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 形 態 に 係 る 組 電 池 と 従 来 の 形 態 に 係 る 組 電 池 と の 温 度 を 比 較 し た 例 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 形 態 に 係 る 組 電 池 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の 形 態 に 係 る 組 電 池 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 形 態 に 係 る 組 電 池 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 形 態 に 係 る 組 電 池 の 構 成 （ 整 流 板 付 ） を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
１ ０ 1  ～ １ ０ 1 2 　 　 単 電 池 （ 電 池 ）
２ １ 1  ～ ２ １ 6  　 　 ケ ー ス 側 整 流 板 （ 第 ２ 整 流 板 ）
２ ２ 1  ～ ２ ２ 6  　 　 単 電 池 側 整 流 板 （ 第 １ 整 流 板 ）
２ １ １ 　 ス リ ッ ト （ 切 り 口 ）
３ ０ 　 　 冷 却 風 供 給 通 路 （ 冷 却 媒 体 供 給 通 路 ）
３ １ 　 　 バ イ パ ス 通 路
４ ０ 　 　 モ ジ ュ ー ル ケ ー ス
１ ０ ０ 　 組 電 池
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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